
代表質問（4）

第20号（5）

質
問
　
現
在
国
は
、
三
位
一
体

の
改
革
を
進
め
て
い
る
。
し
か

し
、
残
念
な
こ
と
に
こ
れ
は
、

国
の
失
政
の
ツ
ケ
を
地
方
に
押

し
つ
け
る
も
の
で
し
か
な
く
、

本
当
の
意
味
で
の
地
方
分
権
と

は
な
っ
て
い
な
い
。
民
主
党
は
、

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決
め
ら

れ
る
、
地
域
主
権
型
社
会
を
目

指
し
て
お
り
、
国
の
権
限
や
財

源
を
思
い
切
っ
て
地
方
に
移
し
、

自
治
体
が
判
断
す
る
一
括
交
付

金
の
創
設
を
提
唱
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
自
治
体
の
事
業

選
択
の
裁
量
範
囲
が
飛
躍
的
に

広
が
る
一
方
で
、
住
民
に
対
す

る
事
業
選
択
の
理
由
の
説
明
責

質
問
に
入
る
前
に
所
見
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

保
谷
・
田
無
の
合
併
問
題
は
、

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
３
回
目

の
取
り
組
み
と
し
て
平
成
５
年

の
保
谷
市
の
市
長
選
で
保
谷
高

範
氏
が
発
表
し
た
公
約
の
中
の

５
番
目
に
掲
げ
ら
れ
、
取
り
組

ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
始
動
し
、

平
成
13
年
１
月
21
日
、
21
世
紀

最
初
の
合
併
市
・
西
東
京
市
が

誕
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
全
国
的
な
自
治
体

合
併
に
発
展
し
、
平
成
16
年
の

２
千
927
団
体
が
平
成
18
年
に

は
１
千
850
団
体
に
ま
で
減
少

す
る
と
推
計
さ
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景

に
は
、
少
子
高
齢
化

と
厳
し
い
財
政
状

況
等
社
会
経
済
の

変
化
と
地
方
分
権

改
革
等
、
制
度
改
革

な
ど
が
あ
り
、
合
併

は
時
代
の
要
請
で

あ
る
。
こ
う
し
た
時
代
状
況
に

も
か
か
わ
ら
ず
坂
口
市
長
が
発

表
し
た
政
権
公
約
の
序
章
が

「
合
併
し
て
良
く
な
り
ま
し
た

か
」
と
い
う
、
相
変
わ
ら
ず
の
、

合
併
時
点
の
合
併
是
非
論
に
立

ち
戻
っ
て
い
る
こ
と
は
、
政
権

公
約
が
色
あ
せ
た
、
新
鮮
味
の

な
い
内
容
で
あ
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

質
問
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

一
党
一
派
に
偏
し
な
い
と
は

質
問
　
市
長
は
一
党
一
派
に
偏

し
な
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
特

定
政
党
と
協
定
を
結
び
、
そ
の

政
策
を
公
約
に
入
れ
、
具
体
的

に
行
動
し
て
い
る
。
一
党
一
派

に
偏
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

市
長
　
一
党
一
派
に
偏
し
な
い

市
政
運
営
を
基
本
と
し
て
い
る
。

公
約
は
100
％
達
成
を
目
指
す

も
の
。
市
長
の
公
約
達
成
目
標

が
60
％
以
上
と
は
反
省
せ
よ
！

質
問
　
公
約
の
達
成
目
標
を
60
％

以
上
と
し
て
い
る
が
、
実
施
で

き
な
い
可
能
性
の
あ
る
公
約
が

40
％
近
く
あ
る
こ
と
に
な
る
。

市
民
と
の
約
束
は
ど
う
な
る
か
。

市
長
　
市
政
の
先
行
き
に
は
不

確
定
要
因
も
あ
り
、
60
％
以
上

を
目
標
と
し
た
。

質
問
　
議
会
初
日
の
時
点
で
公

約
の
達
成
目
標
を
60
％
以
上
と

下
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
支
持

者
へ
の
説
明
は
。
政
権
公
約
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
と
は
こ
の
程
度
の

も
の
と
認
識
さ
せ
て
も
ら
う
。

市
長
　
公
約
に
参
加
し
た
方
だ

け
の
ご
意
見
で
市
政
を
や
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
事
情
も
あ
る

の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

行
財
政
改
革
な
ど
経
費
節
約
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
　
人
件
費
や
義
務
的
経
費

等
５
％
削
減
し
、
年
10
億
円
削

減
を
公
約
し
た
が
守
れ
る
か
。

市
長
　
困
難
な
作
業
だ
が
最
大

限
の
努
力
を
し
て
い
く
。

質
問
　
市
長
の
公
約
の
達
成
目

標
が
60
％
で
、「
年
間
10
億
削
減

に
最
大
限
努
力
」
で
は
信
用
で

き
な
い
。
再
度
確
認
し
た
い
。

市
長
　
積
極
的
に
進
め
る
。
ま

た
、
市
長
退
職
金
20
％
削
減
・

市
長
車
、
助
役
車
廃
止
も
行
う
。

市
長
の
政
権
公
約
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
合
併
評
価
の
不
思
議

質
問
　
市
長
の
政
権
公
約
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
で
「
合
併
し
た
西
東

京
市
へ
の
評
価
は
思
っ
た
よ
り

低
い
の
が
実
態
で
す
」
と
断
定

し
て
い
る
が
、
調
査
数
１
千

人
、
回
収
数
327
人
、
全
人
口
の

０
・
17
％
ほ
ど
の
武
蔵
野
大
学

の
「
調
査
」
と
回
収
数
228
人
で

調
査
箇
所
３
カ
所
と
い
う
市
民

白
書
の
「
調
査
」
等
対
象
数
の

少
な
い
、
２
団
体
の
調
査
を
も

と
に
な
ぜ
断
定
で
き
る
の
か
。

市
長
　
傾
向
を
つ
か
む
と
い
う

点
で
意
味
を
持
つ
と
考
え
る
。

質
問
　
２
団
体
と
も
「
こ
の
調

査
は
西
東
京
市
全
体
の
傾
向
を

判
断
す
る
参
考
に
は
な
ら
な

い
」
と
断
り
書
き
を
し
て
い
る
。

断
定
は
で
き
な
い
は
ず
だ
。

市
長
　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
出
ど

こ
ろ
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
西
東
京
市

民
の
会
で
あ
る
。
そ
し
て
私
は

公
約
に
掲
げ
た
。

防
犯
活
動
の
拡
充
に
つ
い
て

質
問
　
市
民
の
自
主
防
犯
活
動

拡
大
と
拡
充
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
自
主
防
災
組
織
が
お
の

お
の
情
報
交
換
で
き
る
場
の
提

供
等
行
政
の
役
割
に
取
り
組
む
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

質
問
　
政
権
公
約
の
中
で
商
工

業
の
振
興
は
地
域
経
済
の
発
展

と
雇
用
の
拡
大
を
図
る
と
さ
れ
、

４
年
以
内
の
実
施
と
あ
る
が
、

何
を
ど
う
実
施
す
る
の
か
。

市
長
　
21
世
紀
商
業
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
や
商
店
街
振
興
プ
ラ
ン

に
よ
り
実
施
し
て
い
く
。

補
助
金
見
直
し
に
つ
い
て

質
問
　
公
約
に
年
間
１
千
万
円

削
減
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の

２
年
間
で
６
千
万
円
の
削
減
実

績
が
あ
る
。
低
い
目
標
設
定
で

何
を
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

市
長
　
６
千
万
円
の
削
減
等
行

革
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

意
見
　
わ
か
ら
な
い
。

未
利
用
地
の
活
用
に
つ
い
て

質
問
　
新
町
１
丁
目
都
営
住
宅

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
　
隣
接
す
る
学
校
法
人
、

社
会
福
祉
法
人
、
東
京
都
を
交

え
、
市
と
し
て
の
対
応
を
協
議

検
討
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
国
と

地
方
の
財
源
配
分
は
３
対
２
で

あ
る
が
、
国
の
所
得
税
の
一
部

を
地
方
の
住
民
税
に
移
譲
し
、

こ
れ
を
１
対
１
に
す
る
、
こ
う

し
た
税
財
源
と
地
方
交
付
税
改

革
に
よ
り
本
当
の
意
味
で
地
方

主
権
、
地
方
自
治
が
実
現
で
き

る
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
長
　
２
０
０
０
年
に
地
方
分

権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
た
。
今

は
過
渡
期
で
あ
る
。
税
財
源
の

移
譲
を
初
め
、
地
方
の
行
政
需

要
や
事
務
事
業
に
見
合
っ
た
権

限
の
移
譲
は
極
め
て
不
十
分
な

状
態
。
今
後
も
地
方
六
団
体
が

中
心
と
な
っ
て
、
国
が
強
く
働

き
か
け
、
地
方
自
身
が
改
革
を

牽
引
し
、
真
の
地
方
分
権
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

西
東
京
ブ
ラ
ン
ド
の
創
設
に
つ

い
て

質
問
　
市
長
自
ら
が
先
頭
に
立

ち
、
農
産
物
、
工
業
製
品
、
コ

ン
テ
ン
ツ
産
業
な
ど
西
東
京
市

が
現
在
持
っ
て
い
る
資
源
を
で

き
る
限
り
広
く
発
信
し
て
い
く

こ
と
に
よ
る
西
東
京
ブ
ラ
ン
ド

の
構
築
支
援
や
、
地
元
大
学
と

の
連
携
な
ど
に
よ
る
産
業
振
興

を
掲
げ
て
い
る
が
、
ご
所
見
は
。

市
長
　
西
東
京
ブ
ラ
ン
ド
に
つ

い
て
は
、
総
合
計
画
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
位
置
づ

け
、
市
民
委
員
に
よ
る
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
か
ら

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市

民
参
加
で
推
進
し
て
い
く
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て

質
問
　
乳
幼
児
医
療
費
制
度
は

都
内
の
特
別
区
と
市
部
だ
け
で

も
か
な
り
の
差
が
あ
る
。
今
後
、

所
得
制
限
な
し
で
小
学
生
ま
で

の
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
を
目

指
し
、
現
在
の
３
歳
未
満
児
か

ら
段
階
的
に
拡
充
し
て
ほ
し
い

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長
　
子
育
て
支
援
策
の
一
つ

と
し
て
、
市
民
要
望
が
強
い
事

業
で
あ
る
。
周
辺
他
団
体
の
動

向
や
財
政
状
況
等
も
勘
案
し
な

が
ら
、
段
階
的
に
所
得
制
限
を

廃
止
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

健
診
事
業
の
無
料
化
に
つ
い
て

質
問
　
健
康
づ
く
り
と
予
防
対

策
の
観
点
か
ら
、
一
次
予
防
で

あ
る
、
基
本
健
康
診
査
、
各
種

が
ん
検
診
等
の
無
料
化
の
継
続

を
要
望
す
る
が
、
ご
所
見
は
。

市
長
　
健
診
事
業
に
つ
い
て
は

４
年
間
の
無
料
化
継
続
を
政
権

公
約
と
し
て
い
る
。
長
野
県
で

は
Ｐ
Ｐ
Ｋ
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

健
康
で
ピ
ン
ピ
ン
生
き
ら
れ
、

医
療
費
も
少
な
い
、
健
康
長
寿

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

「
は
な
バ
ス
」
第
３
ル
ー
ト
に

つ
い
て

質
問
　
市
民
の
足
「
は
な
バ
ス
」

の
第
３
ル
ー
ト
は
、
現
在
の
１

日
２
便
の
運
行
を
当
面
続
け
て

い
く
の
か
。
サ
ブ
ル
ー
ト
の
延

伸
を
視
野
に
入
れ
て
再
検
討
す

る
の
か
。
ご
所
見
は
。

地
方
分
権
社
会
を
目
指
せ

民
主
党
西
東
京

石
　
毛
　
　
　
茂

山
　
崎
　
英
　
昭

桐
　
山
　
ひ
と
み

ニ
　
木
　
孝
　
之

新
市
長
の
公
約
！
早
く
も
破
綻
か

達
成
不
能
が
４
割
近
く
も
？

市
民
が
失
望
…
。

自
由
民
主
党

酒
　
井
　
　
　
澄

稲
　
垣
　
裕
　
二

大
　
塚
　
光
　
男

平
　
井
　
　
　
勝

浅
　
野
　
　
　
司

フラワー通り商店街

新町１丁目都営住宅跡地

都
市
整
備
部
長
　
第
３
ル
ー
ト

は
、
昨
年
９
月
に
午
後
の
２
便

に
本
数
を
減
ら
し
て
い
る
。
道

路
幅
員
、
交
通
状
態
等
の
関
係

で
難
し
い
が
、
今
後
ル
ー
ト
の

見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

東
大
農
場
の
移
転
に
つ
い
て

質
問
　
東
京
ド
ー
ム
５
つ
分
の

面
積
22
ha
を
有
す
る
東
大
農
場

の
千
葉
市
検
見
川
へ
の
移
転
が

決
ま
っ
て
い
る
。
貴
重
な
存
在

で
あ
る
オ
オ
タ
カ
や
タ
ヌ
キ
の

生
息
な
ど
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

平
日
は
住
民
に
開
放
さ
れ
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
る
。

緑
被
率
が
平
均
78
・
７
％
の

多
摩
地
区
に
あ
っ
て
、
西
東
京

市
は
22
・
４
％
と
最
低
だ
が
、

同
農
場
の
移
転
に
よ
っ
て
20
・

９
％
に
な
っ
て
し
ま
う
。
農
場

内
に
は
ポ
プ
ラ
並
木
、
サ
イ
ロ
、

牛
舎
な
ど
も
あ
る
。
こ
の
緑
を

次
世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
。
市

長
の
考
え
は
。

市
長
　
速
や
か
に
市
民
参
加
に

よ
る
検
討
委
員
会
の
設
置
に
向

け
検
討
に
入
り
た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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長
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長
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長
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長
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長

市
長

市
長

意
見

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
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市
長

は

た
ん


